

























































































































































































































調 査 地 区：東京都?王子市
母 集 団：?王子市在住の20歳～69歳までの男女個人
標 本 数：1,000






調 査 目 的：質問紙法によるワーディング実験（フレーミング効果の検証）
調 査 方 法：郵送調査（２種類の調査票によるスプリット法）
調 査 時 期：2000年11月１日～ 11月21日（21日間）
有効回収数：552票（回収率55.2％)。A票276票（回収率55.2％)・B票276票（回収率55.2％)。カイ２乗検定の結果，性別，
年代，既未婚，ライフステージ，学歴，職業，世帯年収について，AB両群間に有意な差は認められない。
履 修 者 数：学部生39名
2001年調査
調 査 名：日常生活のなかの意思決定に関する調査
調 査 目 的：質問紙法によるワーディング実験（フレーミング効果の検証）
調 査 方 法：郵送調査（２種類の調査票によるスプリット法）





履 修 者 数：学部生22名
2002年調査
調 査 名：日常生活のなかの意思決定に関する調査
調 査 目 的：質問紙法によるワーディング実験（フレーミング効果の検証）
調 査 方 法：郵送調査（２種類の調査票によるスプリット法）
調 査 時 期：2002年10月25日～11月17日（24日間）
有効回収数：527票（回収率52.7％)。A票265票（回収率53.0％)・B票262票（回収率52.4％)。カイ２乗検定の結果，性別，
年代，既未婚，ライフステージ，学歴，職業，世帯年収については，AB両群間に有意な差は認められない。
履 修 者 数：学部生58名
2003年調査
調 査 名：日常生活のなかの意思決定に関する調査
調 査 目 的：質問紙法によるワーディング実験（フレーミング効果の検証）
調 査 方 法：郵送調査（２種類の調査票によるスプリット法）
調 査 時 期：2003年10月24日～11月25日（33日間）
有効回収数：516票（回収率51.6％)。A票253票（回収率50.6％)・B票263票（回収率52.6％)。カイ２乗検定の結果，性別，
年代，既未婚，ライフステージ，学歴，職業，世帯年収については，AB両群間に有意な差は認められない。
履 修 者 数：学部生33名
2004年調査
調 査 名：テレビ視聴行動に関する調査
調 査 目 的：テレビ視聴意識とテレビ視聴行動に関する調査研究
調 査 方 法：郵送調査
調 査 時 期：2004年10月14日～11月29日（47日間。ただし10月中に全回収数の91％を回収済み）
有効回収数：554票（有効回収率55.4％）
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2000年 2001年 2002年 2003年 2004年
項 目 数 意識項目?? 22 42 45 36 113
総項目数 35 53 54 46 123
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回収（差) 設定 母集団 回収（差) 設定 母集団
男性20代 5.6（－6.6) 12.1 12.2 6.7（－5.1) 10.6 11.8
































































































































































































































回収（差) 設定 母集団 回収（差) 設定 母集団
男性20代 5.6（－6.6) 12.1 12.2 6.7（－5.1) 10.6 11.8




















































































































































































































回収日 N ％ 累積％ 回収日 N ％ 累積％


















































































































































































































回収日 N ％ 累積％ 回収日 N ％ 累積％




























































































































































































































































締切日 最 終 母集団 締切日 最 終 母集団
男性20代 5.8 5.6 12.2 6.5 6.7 12.2






























































































































締切日 最 終 母集団 締切日 最 終 母集団
男性20代 5.8 5.6 12.2 6.5 6.7 12.2
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